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１ 事前準備 
（１）乗艇者名簿の作成 

書式により、乗艇者名簿を作成します。（受付時、事務室に提出） 
（２）座席の配置 

ア．一度に漕艇できる人数は３６人（最大３人で１本の櫂を持つ。）です。人数がそれ以上の場
合、研修時間の中で、前半と後半とに分け、交代して漕艇します。 

イ．１２箇所の座席それぞれに、体力を考慮してできるだけ力が均等になるように、研修生を割
り当てます。  

ウ．少人数の場合、櫂１本を２人で持って漕艇することや、１２本以下の櫂で漕艇することも可
能です。 

◎２人で１本の櫂を持つ場合、リーダーと船べりに研修生を配置します。 

【少人数での座席配置（例）】 

１０本櫂の場合 

1、2 を空ける。 

８本櫂の場合 

 1、2、11、12 を空ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜座る位置の特徴＞ 
リーダー・・・動きが大きく比較的体力が必要になり、艇長からの指示も多くあります。 
船べり・・・・ロウロック（櫂座）に近く、指をはさむ危険性があり、注意力が必要です。 
真ん中・・・・必ず３人で漕ぐことになるため、体力に自信のない研修生に適しています。 

２ 服装 
帽子・体操服等の活動しやすい服・サンダル・救命胴衣着用 

３ 研修の流れ 

（１）集合 

１泊２日 
研修１ １３：０５ 松林（集合位置に三角コーンを置いています。） 

研修２ １４：４５ 砂浜（乗艇するカッター名のプラカード前です。） 

２泊３日 
研修３ ８：５５ 松林（集合位置に三角コーンを置いています。） 

研修４ １３：３５ 松林（集合位置に三角コーンを置いています。） 

ア．カッター漕艇隊形で集合します。 
イ．あらかじめトイレを済ませておいてください。 
ウ．合同押出しの際、研修２のカッター実施校は救命胴衣を着用する必要はありません。 

 集合隊形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）艇長と引率者の打合せ 

集合後、艇長と以下のことについて打合せをします。 

（乗艇者名簿による人数確認と座席の配置・配慮が必要な研修生について・めあて・作業） 

（３）作業［１泊２日の研修１又は２泊３日］ 
ア．丸太運び…カッター研修終了時の潮位が低くなる場合にのみ行います。艇長から指名された

研修生が、２人１組で１本の丸太を波打ち際に運びます。 
※）複数組で何本かの丸太を運んでいただく場合もあります。 

イ．丸太整頓…カッター押し出し後、砂浜にある丸太を約４ｍ間隔で並べ直します。 
（４）押出し［１泊２日の研修１又は２泊３日］ 

ア．履物を脱いで、研修生がカッターを海に押し出します。 
◎カッターが動かない場合、引率者にも押出しを依頼することがあります。 

イ．押出し後、研修生は丸太を整頓してからサンダルを持ってプラカード前に整列します。 
◎合同押し出しの場合、研修２のカッター実施校が丸太の整頓を行います。 

（３）（４）の図説 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）乗艇 
ア．艇長の指示で、サンダル等の履物を脱いでカッターに乗り込みます。 
イ．乗り込む順番は「引率者」→「交代又は乗艇見学の研修生」→「漕艇する研修生」です。 

◎乗艇時に補助が必要な場合、職員が補助します。脚立を使うこともできます。 
（要；情報交換会での伝達） 

（６）漕艇 
漕艇練習の後、錨を上げて出発します。 
◎漕ぎ手の研修生が少ない場合、引率者にも漕艇を依頼することがあります。 

（７）講評 
着岸後、艇長と引率者がまとめの話をします。 

（８）カッターの引き上げと丸太の片付け［１泊２日の研修２又は２泊３日］ 

ア．研修２終了後、カッターの引き上げ作業の手伝いをお願いします。 

◎研修１終了時でも、研修２でそのカッターを使用しない場合、引き上げ作業を行います 

のでお手伝いをいただきます。 
イ．あさしお→おやしお→みちしお→わかしお→くろしおの順にウィンチでカッターを砂浜に引

き上げます。リーダー席の研修生はカッターが倒れないように支える手伝いをします。 
◎ウィンチのワイヤーに近付かないようにします。 

ウ．その他の研修生は、砂浜にある丸太を丸太置場に片付けます。 
◎砂浜に丸太が残っていないかどうかの確認を引率者でお願いします。 
◎１泊２日では、丸太等の片付けが全て終了するのは、１６：３５頃です。 

４ その他 
（１）人力引上げ（希望団体のみ） 

ア．研修２でカッターのない学校の研修生１００人以上で実施可能です。 
イ．１５：５５までに、砂浜に集合してください。 

◎安全に研修するため、５人の引率者に監視員兼補助員として御協力いただきます。 
（２）雨具と水分補給 

ア．雨天が予想される場合、カッパを持ち込むことがあります。 
イ．カッパを着用して漕艇する場合、救命胴衣の下に着用します。 

◎研修の途中でカッパを着用する場合は、救命胴衣の上に着用します。 
ウ．酷暑の時期及び２泊３日のロングカッターでは、カッター内に水筒を持ち込んで、水分補給
ができるようにしておくことを強くお勧めします。その場合、日程確認会で担当職員にお伝え
ください。また、カッター前に研修生の水筒が空になっていることがあります。必ず容量を確
認しておいてください。 

＜カッター＞ 
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運んだ丸太は波打ち際に対

して縦に置きます。  

（職員が並べなおします。）  
←目安として約４ｍ間隔 

押し出し後、研修生に指示

を出して丸太を整頓します。  

●●● ○○○ 
●●● ○○○ 
●●● ○○○ 
●●● ○○○ 

 

カッター前に整列後、サンダル

を脱いで押出しをします。  
●●● ○○○ 
●●● ○○○ 
●●● ○○○ 
●●● ○○○ 

 丸太整頓後、サンダルを手に持ってプラ

カード前にカッター隊形で整列します。  

1



 

 

 

 

 

１ 引率者の役割 

安全に研修するために、引率者に補助や役割を依頼します。海事研修初日の日程確認会で各校

の役割をお知らせしますので、研修開始までに役に入る引率者を決めておいてください。 

役割 概要 

Ａ 浮きのロープ（外側）をたぐって、研修生に送り出します。足元が濡れやすく、力が

必要です。 Ａ´ 

Ｂ 重りのロープ（内側）をたぐって、研修生に送り出します。足元が濡れやすく、力が

必要です。 Ｂ´ 

Ｃ 

研修生がロープを引いて来たら波打ち際に戻るように、肩をたたいて知らせます。足

元は濡れず、力も必要ありません。 

Ｃ´ 

Ｄ 

Ｄ´ 

ア 
地引き網を船に片付ける際、研修生から重りのロープを受け取り、船上の職員に手渡

します。足元が濡れ、力が必要です。 

イ 
地引き網を船に片付ける際、研修生が船に向かうように曲がる位置に立ちます。足元

は濡れず、力も必要ありません。 

① 
【５月下旬～１０月初旬（具体的な期間は年度により異なる。）のみ】※）令和７年 

◎気温により期間が変更になる場合があります。 

①②の引率者は見学組の児童管理をお願いします。 

 ①；前半組の地引き網時 

②；後半組の地引き網時 
② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修場所 

  ○通常時                   ○５月下旬～１０月初旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 服装 

    帽子・体操服等の活動しやすい服・サンダル 

◎ボタンが網にかかることがありますので、ボタンのついた上着は着用しないようにします。  

◎時計、アクセサリーなども外します。 

◎船への網の積み込み時に足元が濡れますので、長ズボン着用の際は裾を短く折り曲げます。  

◎タオルなど研修に必要のない物は持たないようにします。ただし熱中症対策としてクーラー

タオルの着用は可能です。 

４ 研修の流れ 

（１）集合 

    ８：５０までにグラウンドに入所式と同じ隊形で集合します。  

（２）全体説明 

  ア．研修生はグラウンドで地引き網の説明を聞きます。  

  イ．同時進行で、各校の引率者の役割について説明を行います。役割担当以外の引率者は研修生と一

緒に説明を聞きます。 

（３）移動 

  ア．前半組と後半組に分かれて、研修場所（砂浜）に移動します。  

    ◎５月下旬～１０月初旬の研修は、見学組はビジターハウスです。 

    ◎①②の引率者は、それぞれの役割（左表）を行います。  

（４）網引き説明 

    砂浜で網引きの説明を聞きます。 

（５）網引き 

    青年の家職員の指示により、網を引き上げます。  

    ◎Ａ～Ｄ´の８人の引率者は、それぞれの役割（左表）を行います。  

（６）網たぐり～獲物採取 

  ア．引き上げた網をまとめて運びやすくします。  

    ◎役割担当以外の引率者は研修生の間に入って一緒に活動します。  

  イ．網たぐりが半分終わったところで、獲れた獲物を水槽に入れます。  

（７）網運び 

    まとめた網を船に運び入れます。 

    ◎ア、イの引率者は、それぞれの役割（左表）を行います。  

（８）移動 

    後半組の研修場所に移動します。 

    ◎１回のみの研修の場合、（10）獲物の話になります。 

（９）２回目の地引き網 

    後半組が（４）網引き説明～（７）網運びを行います。  

（10）獲物の話 

    青年の家職員が獲れた獲物について説明します。  

（11）移動 

    引率者の指示で青年の家に戻り、次の研修に備えます。  

５ その他 

ア．基本的に、雨天でも雨具を着用して実施します。  

イ．同宿校の人数により、１回のみの実施となることがあります。  

ウ．毒のある生き物（アカクラゲ、アイゴ、ウミケムシ、ハオコゼ等；ＨＰ内「キケンな生き物」

参照）がかかった場合、青年の家職員が駆除しますが、研修生が触れないように引率者も注意・

指導します。 

エ．雨天、猛暑の場合、屋根のある場所や日陰で見学をさせることがあります。その際、引率者に

監視をお願いすることがあります。 

オ．猛暑が予想される期間は、水分補給のため水筒を待機場所に持っていくことができます。水筒

の管理は引率者が一括で行ってください（水分補給は見学中のみになります。）。 

＜地引き網＞ 

◎会計時に役割の説明を行いますので、会計 

担当の引率者は役につきません。 

◎網にかからないようウェストポーチ、腕時 

計、名鑑等を外します。 

◎配慮が必要な研修生の対応は役に入ってい 

ない引率者が行います。 

◎役割以外の引率者は研修生と一緒に地引き 

網（網たぐり～網運び）の指導に参加しま 

す。 

後半組（チャペル前） 

前半組（ホテル前） 

前半組／後半組（チャペル前） 

ともに作業をしない研修生は、ビジターハウスで見学 
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１ 時間 

８０分 

２ 場所 

研修室、体育館 

３ 人数 

１５０人程度 

４ 準備物 

 

 

 

 

 

５ その他     

（１）同宿校の人数やプログラム編成等により、依頼研修として設定できない場合があります。 

（２）荒天による日程変更で行う場合、他の同宿校と合同となることがあります。 

（３）引率者は、配慮の必要な研修生等への支援を行います。 

６ 研修の流れ（８０分・依頼研修・研修室での例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 時間 

  ８０分 

２ 場所 

  体育館、グラウンド（少人数の場合、第１・２研修室でも可能） 

３ 人数 

  最大２００人程度 

４ 準備物 

 

 

 

 

 

５ その他 

（１）同宿校の人数やプログラム編成等により、依頼研修として設定できない場合があります。 

（２）荒天による日程変更で行う場合、他の同宿校と合同となることがあります。 

（３）引率者は、配慮の必要な研修生等への支援を行います。 

６ 研修の流れ（８０分・依頼研修・体育館での例） 

 

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

個人 
研修用ロープ （１） 個人 筆記用具 

テキスト （１）   

内容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

説 明 １５ 

○研修のめあてや進め方、約束を聞

く。 

○テキストを見ながら、ロープの特

性について理解する。 

○けがや事故につながる行為について特

に注意する。 

活 動 ５０ 

○ロープを受け取る。 

○研修の約束を守りながら、いろい

ろな結びに挑戦する。 

○ロープ配付の補助をする。 

○研修生同士で教え合うよう促し、個別

に支援する。 

○配慮を要する研修生に対する支援を行

う。 

片付け ５ ○ロープを片付ける。 ○ロープ片付けの補助をする。 

まとめ １０ ○まとめの話を聞く。  

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

個人 
手旗【赤白１組】 （１） 個人 筆記用具 

テキスト （１）   

内容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

説 明 １５ 

○研修のめあてや進め方、約束を聞

く。 

○手旗信号の歴史や特徴等を理解す

る。 

○けがや事故につながる行為について、

特に注意する。 

活 動 ５０ 

○手旗を受け取る。 

○原画を練習する。 

○原画の組み合わせ方について理解

する。 

○実際に手旗を打つ。 

 

○手旗配付の補助をする。 

○原画の練習をするのを巡視する。 

 

 

○個別に研修生を支援する。 

○名前や学校名等を通信するのを巡視す

る。 

片付け ５ ○手旗を片付ける。 ○手旗片付けの補助をする。 

まとめ １０ ○まとめの話を聞く。 
 

＜ロープ結び＞ ＜手旗信号＞ 
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１ 時間 

  ８０～１００分 

２ 場所 

渋川港周辺、渋川海岸東潜堤周辺 

３ 人数・班編成 

  ２０人・１班４～６人程度で編成 

４ 服装 

帽子・体操服等の活動しやすい服・サンダル 

５ 費用 

  一人１００円（エサ代等） 

６ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ その他     

（１）天候により研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

（２）同宿校の人数やプログラム編成等により、依頼研修として設定できない場合があります。 

  （３）潮の高さが、おおむね１００ｃｍ以上の場合に実施可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 研修の流れ（自主研修での例） 

 

【海釣りマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

個人 
救命胴衣 （１） 

個人 
竿（持参しても良い） 

延べ竿 （１） タオル（必要に応じて） 

班 

バケツ （１） 団体 ごみ袋（小） 

雑巾 （１） 

 

用具セット （１） 

エサ （１） 

団体 
新聞紙 （１） 

指導者用用具箱 （１） 

内容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

説明 １５ 

○救命胴衣を着用する。 

○説明を聞く。 

○用具をグラウンドに運んでおく。 

○救命胴衣を着用させる。 

○指導資料を参考に説明、実演する。  

移 動 １０ ○用具を持ち、班ごとに移動する。 ○安全に注意して移動させる。 

準備 

・ 

釣り 

２０ 

～  

４０ 

○釣りの注意事項を聞く。 

○釣り場を決め、仕掛けの準備をす

る。 

○エサを付けて釣りをする。 

○指導資料を参考に説明する。 

○釣りのマナーに留意させる。 

○危険な場所に行かせない。 

○巡回し、適時支援する。 

まとめ １０ 

○釣れた魚を持って集合し、説明を

聞く。その後、魚を逃がす。 

○ハリスを外し、バケツに入れる。 

 

○竿を片付け、ごみを持ち帰る。 

 

○研修生の釣った魚の説明をし、その

後魚を逃がさせる。 

○ハリスを外すときには、十分気を付

けさせる。 

○ハリスやごみ等が落ちていないか確

認する。 

移 動 １０ ○用具を持ち、班ごとに移動する。 ○安全に注意して移動させる。  

片付け １５ 
○用具を片付ける。 ○貸出用具の確認をし、所定の場所に

返却させる。  

＜海釣り＞ 

釣り人数は、２０人程度です。 

捨て石は滑りやすく危険なため降 

りないでください。 

釣り人数は１０人程度です。 

岩場が滑りやすいので足元に注意

してください。  

釣り人数は、１０人程度です。  

滑りやすいので足元に注意して

ください。 

★移動の時間 

 ・青年の家→渋川港近辺（徒歩１０分） 

 ・青年の家→東潜堤近辺（徒歩 ５分） 
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海釣り指導の手順 

１ 研修生への説明 

（１）釣るときの注意 

ア．渋川港周辺、又は渋川海岸東突堤周辺で釣る。  

イ．安全のため、救命胴衣を着用する。  

ウ．岩場は滑りやすいため気を付ける。（特に干潮時） 

エ．ごみはバケツに入れて持ち帰る。  

オ．釣れた魚は雑巾でつかむ。（危険な生物は、必ず雑巾を使用する。）  

 

（２）持ち物の説明 

ア．バケツの中に用具（エサ、エサ入れ、雑巾、用具箱）を入れて運ぶ。 

イ．バケツ、用具はリーダーが責任を持って管理する。 

ウ．釣れた魚はバケツの中に入れる。  

 

（３）釣る準備 

ア．延べ竿を伸ばす。  

イ．竿先に仕掛けを結び付ける。  

 

（４）釣り方 

ア．ウキ下の長さを、１ｍ～１．５ｍにする（ウキ下の長さは、水深によって調整する。）。  

イ．エサは５ｃｍぐらいに切り、ハリに付ける。 

ウ．ポイントに仕掛けを垂らし、当たりを待つ。   

エ．ウキがピクピクしたら引き上げる。  

 

（５）釣りの終了 

ア．集合場所（浜）に集まる。  

イ．釣れた魚の話をする。 

ウ．用具の片付けをする。 

エ．サルカンより下（ハリス）をハサミで切って持ち帰り、新聞紙に包み処分し、用具箱は中を

確認する。 

オ．釣れた魚は海へ放す。  

カ．バケツは水洗いし、竿は元通りにして返却する。 

 

【参考】 

（１）ウキ釣り 

一定の深さを広範囲に釣るときの方法で、ウキの変化を見て、合わせる 

一般的な釣り方。海釣りでは、防波堤や磯からの釣りに多く用いられる。 

 

 

 

 

（２）仕掛け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）サルカンの結び方 

 

 

 

 

 

 

②③ラインを本線に 

４ 回程 度、 巻き 付け
る。 

④巻き付けてできた輪
にラインを通す。 

⑤引っ張ってラインを締 

める。最後に余分なラ 

インを５ｍｍほど残し 

て切る。 

 

④サルカン ②ウキゴム ①玉ウキ ③おもり ⑤ハリス、ハリ 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

玉ウキ 

ウキゴム 

おもり 

サルカン 

ハリ 

ハリス 

① ② ③ ④ ⑤ 
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１ 時間 
８０分 

２ 場所 

渋川港付近の浜 

３ 人数・班編成 

４０～１００人程度・１班６人程度で編成（最大２０班） 

４ 服装 

帽子・体操服等の活動しやすい服・濡れてもよい運動靴 

５ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他     

（１）天候により研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

（２）同宿校の人数やプログラム編成等により、依頼研修として設定できない場合があります。 

（３）潮の高さが、おおむね１００ｃｍ以下の場合に実施可能です。 

（４）研修生それぞれが課題を持って研修することをおすすめします。課題に応じた準備物があれば

各校で準備します。 

【海の生物マップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ（自主研修での例） 

 

 

 

 

 

内 容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

説 明 ５ 

〇救命胴衣を着用する。 

○用具について説明を聞く。 

○移動時の注意を聞く。 

〇救命胴衣を着用させる。 

○用具の準備をする。 

○移動時の注意を説明する。 

移 動 １０ ○用具を持ち、班ごとに移動する。 ○安全に注意して移動させる。 

観察・ 

採集 
３５  

○注意事項を聞く。 

 

○観察・採集を始める。 

○分からないことを質問する。 

○危険な場所や生物について説明する。 

○生物を大切に扱うことを知らせる。 

○研修生の安全に気を付ける。 

○研修生の質問に答えたり、考えるヒン

トを与えたりする。 

まとめ １０ 

○採集した生物を持って集合する。 

 

○まとめの話を聞く。 

 

 

 

○生物を逃がす。 

○人員点呼、健康観察をする。 

○用具の点検、確認をする、 

○研修生が採集した生物について説明を

する。 

○自然の大切さや楽しさに気付かせ、自

然保護についても触れる。 

○採集した生物は逃がすようにする。 

移 動 １０ ○青年の家に帰る。 ○安全に注意して移動させる。 

片付け ５ 
○貸出用具を足洗場で洗い、片付け

る。 

○研修生が採集した生物について説明し 

貸出用具の点検・確認をし、所定の場

所に返却させる。 

青年の家が準備 ( )は数量 個人又は団体が準備 

個人 救命胴衣 （１） 個人 タオル（必要に応じて） 

班 

バケツ （１）   

スクレイパー （１）      

熊手 （１）      

ゼッケン （１）      

観察カード （１）      

渋 川 港

マリンホテル

渋川青年の家

海洋博物館

公　園

車注意

観　察　場　所

◎ 青年の家から、片道１０分程度◎ 青年の家から、片道１０分程度

車注意

④

②
①

③

⑤

干潮時には滑りやすいので、注意して研修しましょう。
◎ ④⑤は研修場所の様子です。

⑤

① ③

④

②

下り口（柵を越える。）

＜海の生物＞ 

6



 

 

 

１ 期間 

５月下旬～１０月初旬（具体的な期間は年度により異なる。） 

２ 場所 

渋川海岸 

３ 人数・班編成 

８０人・いかだ１基に付き４人組で編成（最大２０組） 

４ 服装 

帽子・水着等の活動しやすい服・サンダル 

５ 準備物等 

 

 

 

 

 

 

◎日焼け防止等でラッシュガード等を着用しての研修も可能です。 

◎眼鏡をかけている研修生は、落下防止の対策を忘れないようお願いします。 

６ 留意事項 

（１）計画時 

ア．次のような場合には研修時間を半分に分け、別の研修（水遊び等）を１つ加えて交互で行います。 

（ア）８０人を大幅に超える団体の場合 

（イ）同研修時間に複数の団体が希望し、合計人数が８０人を大幅に超える場合 

◎合計人数が８０人程度であれば研修時間を分けずに合同で研修を行います。 

イ．研修実施の可否は、青年の家職員と団体責任者で相談の上、決定します。 

ウ．気象条件等により、研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

エ．準備と片付け等に時間がかかるので、研修時間を延長しての研修も可能です。 

（２）研修時 

ア．いかだやパドル等用具の運搬や片付けは団体で行い、数や破損の有無を確認します。 

イ．いかだは台車（１台に４基）に積まれており、引率者が台車の運搬を行います（台車５台）。 

ウ．研修中の安全管理は、青年の家職員（監視艇での海上監視）と引率者（陸上監視や水際や水中での 

補助等）が協力して行います。 

エ．毒のある生物（アカクラゲ、ウミケムシ、ゴンズイ、アカエイ等）に注意します。 

オ．潮流や風向に十分注意して研修を行います。 

カ．カッター研修が行われている場合は特に潮流に注意し、研修生がカッターに近づかないように注意 

して監視、声かけを行います（状況により一旦活動を中止し、カッターを避ける場合があります）。 

７ 渋川海岸研修範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 研修の流れ（１泊２日午後退所式での研修例） 

【研修１でいかだ遊びを行い、研修２でカッターを行う場合】 

研修生の動き・・・○  引率者の動き・・・●  両方に関係がある場合・・・☆ 

事前準備 

（昼食後） 

○水着を着用し、タオルや着替えを指定された場所に置く。 

◎体育館下足箱、浴室、シャワー室等を団体の規模、研修団体数によって割り当てる。 

準 備 

(約２０分) 

○救命胴衣を着用する。 

●台車を研修場所付近の遊歩道に移動する。 

◎拡声器・レスキューチューブの準備と片付けは青年の家職員が行う。 

○パドルを持って移動する。 

●台車からいかだを下ろす。 

○青年の家職員から、いかだの漕ぎ方や注意することの説明を聞く。（１０分） 

○班ごとにパドルといかだを波打ち際まで運ぶ。波打ち際にいかだを前後に並べ、パドルはい

かだの上に置き、いかだの周りに集合する。 

 

（下図参照） 
 
 
 
                    
 

 
 
 
 
 
 

活 動 

【活動の流れ】 

●団体内での交代時間等は、引率者の判断で指示を出す。 

☆他団体との交代がある場合は、時間を厳守する。 

片付け 

(約２０分) 

【研修２で他団体が研修する場合】 

○いかだとパドルを波打ち際に並べる。 

○引率者はレスキューチューブ・拡声器を砂浜に置く。 

○青年の家に戻り、救命胴衣を水洗いして返却した後、指定された場所で着替える。 

◎次の団体の使用数が少ない場合は、使用しないいかだを台車に戻し、使用しないパド

ルは青年の家に持ち帰り、水洗いして返却する。 

【研修２で他団体の研修がない場合】 

○遊歩道の台車近くまで班ごとにいかだを運ぶ。パドルを持って青年の家に帰り、救命胴衣と

パドルを水洗いして返却する。その後、指定された場所で着替える。 

●いかだを台車に積み、青年の家に返却する。 

備 考 

○研修後、浴室またはシャワー室等で着替えを行うが、希望があればかけ湯も可能。 

☆研修の時間は、各団体の研修終了時刻によって変わってくる。 

○カッター研修の集合時刻に遅れないようにする。 

○カッター研修時の救命胴衣は、砂浜にある場合とない場合がある。砂浜にない場合は、

青年の家から濡れていない物を新たに着用して砂浜に移動する。 

※）事前打合せ会で確認する。 

 
○研修は、陸上監視係の間で行います。 

○潮流の上（かみ）にいる陸上監視係はスタートの支援を行います。 

○潮流の下（しも）にいる陸上監視係はレスキューチューブと拡声器を 

持ち、ゴールを指示します。 

陸上監視

係 

（スタート） 

（ゴール） 

潮流 

○点線の範囲内で研修場所を決めます。 

○カッター研修の時間、潮流などの関係で、 

研修場所は当日に説明します。 

陸上監視

係 

ﾚｽｷｭｰﾁｭｰﾌﾞ 

拡声器 

 

 

        海         

＜いかだ遊び＞ 

研修生 

研修生 研修生 

研修生 
いかだ 

パドル 
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【研修１でカッターを行った後、研修２でいかだ遊びを行う場合】 

研修生の動き・・・○  引率者の動き・・・●  両方に関係がある場合・・・☆ 

事前準備 

（昼食後） 

○カッター研修後の準備時間短縮のため、カッター研修までに水着を着用しておき、タオルや

着替えを指定された場所に置く。 

◎体育館下足箱、浴室、シャワー室等を団体の規模、研修団体数によって割り当てる。 

◎カッター研修は水着の上に体操服を着用して行う。 

準 備 

（約２０分） 

○カッター研修後、水着に着替え、救命胴衣を着用し、研修場所に移動する。 

【研修１で他団体が研修していた場合】 

☆いかだ、パドルは砂浜に置いてあるものを使用する。 

【研修１で他団体の研修がなかった場合】 

●台車を研修場所付近の遊歩道に移動する。 

◎拡声器・レスキューチューブの準備と片付けは青年の家職員が行う。 

○パドルを持って移動する。 

●台車からいかだを下ろす。 

○青年の家職員から、いかだの漕ぎ方や注意することの説明を聞く。（１０分） 

○班ごとでパドルといかだを波打ち際まで運ぶ。波打ち際にいかだを前後２列に並べ、パ

ドルはいかだの上に置き、いかだの周りに集合する。 

 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎カッター研修前に台車を移動し、波打ち際にいかだ、パドルを並べておくことも可能。 

（カッター研修の集合時刻に遅れないようにする。）。 

活 動 

【活動の流れ】 

●団体内での交代時間等は、引率者の判断で指示を出す。 

☆他団体との交代がある場合は時間を厳守する。 

片付け 

(約２０分) 

○遊歩道の台車近くまで班ごとにいかだを運ぶ。パドルを持って青年の家に帰り、救命胴衣と

パドルを水洗いして返却する。その後、指定された場所で着替える。 

●いかだを台車に積み、青年の家に返却する。 

◎次の活動に遅れないようにする。 

備 考 
○研修後、浴室またはシャワー室等で着替えを行うが、希望があればかけ湯も可能。 

☆研修の時間は、各団体の研修終了時刻によって変わってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研修３で地引き網を行った後、研修４でいかだ遊びを行う場合】 

研修生の動き・・・○  引率者の動き・・・●  両方に関係がある場合・・・☆ 

朝食後 

（起床後） 

○地引き網研修後の準備時間短縮のため、地引き網までに水着を着用しておき、タオルや着替

えを指定された場所に置く。 

◎体育館下足箱、浴室、シャワー室等を団体の規模、研修団体数によって割り当てる。 

◎地引き網研修は水着の上に体操服を着用して行う。 

準 備 

（約２０分） 

○地引き網研修後、水着に着替え、救命胴衣を着用する。 

●台車を研修場所付近の遊歩道に移動する。 

◎拡声器・レスキューチューブの準備と片付けは青年の家職員が行う。 

○パドルを持って移動する。 

●台車からいかだを下ろす。 

○青年の家職員から、いかだの漕ぎ方や注意することの説明を聞く。（１０分） 

○班ごとでパドルといかだを波打ち際まで運ぶ。波打ち際にいかだを前後２列に並べ、パ

ドルはいかだの上に置き、いかだの周りに集合する。 

 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

☆地引き網研修前に台車を移動し、波打ち際にいかだ、パドルを並べておくことも可能。 

◎その場合、地引き網研修が始まり、青年の家職員が砂浜に来るまでは見張りを行う。 

◎地引き網研修の集合時刻に遅れないようにする。 

活 動 

【活動の流れ】 

●団体内での交代時間等は、引率者の判断で指示を出す。 

☆他団体との交代がある場合は時間を厳守する。 

片付け 

(約２０分) 

○遊歩道の台車近くまで班ごとにいかだを運ぶ。パドルを持って青年の家に帰り、救命胴衣と

パドルを水洗いして返却する。その後、指定された場所で着替える。 

●いかだを台車に積み、青年の家に返却する。 

◎昼食に遅れないようにする。 

備 考 
○研修後、浴室またはシャワー室等で着替えを行うが、希望があればかけ湯も可能。 

☆研修の時間は、各団体の研修終了時刻によって変わってくる。 

 

 

        海         

 

        海         

パドル 

いかだ 
研修生 

研修生 研修生 

研修生 

パドル 

いかだ 
研修生 

研修生 研修生 

研修生 
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１ 期間 

５月下旬～１０月初旬（具体的な期間は年度により異なる。） 

２ 場所 

渋川海岸（マリンホテル前、カッター前、アシカ像前） 

３ 人数・班編成 

同時進行でカッター研修が行われている場合 ；４０人・２人１組で編成（最大２０組） 

同時進行でカッター研修が行われていない場合；８０人・２人１組で編成（最大４０組） 

４ 服装 

帽子・水着等の活動しやすい服・サンダル 

５ 準備物等 

 

 

 

 

 

 

 

◎日焼け防止等でラッシュガード等を着用しての研修も可能です。 

◎眼鏡をかけている研修生は、落下防止の対策を忘れないようにします。 

６ 留意事項 

（１）計画時 

ア．次のような場合には研修時間を半分に分け、別の研修を１つ加えて交互で行います。 

（ア）規定人数を大幅に超える団体の場合 

（イ）同研修時間に複数の団体が希望し、合計人数が規定人数を大幅に超える場合 

◎合計人数が規定人数を超えないのであれば、研修時間を分けずに合同で研修を行います。 

イ．研修実施の可否は、青年の家職員と団体責任者で相談のうえ決定します。 

ウ．気象条件等により、研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

エ．準備と片付け等に時間がかかるので、研修時間を延長しての研修も可能です。 

（２）研修時                                        

ア．カヤックやパドル等用具の運搬や片付けは団体で行い、数や破損の有無を確認します。 

イ．カヤックとパドルは可動式ラックに積まれており、引率者がラックの運搬を行います。 

ウ．研修中の安全管理は、バディシステム（２人１組・同ゼッケン番号）で相互監視を行うとともに、 

青年の家職員（監視艇での海上監視）と引率者（陸上監視や水際での補助等）が協力して行います。 

エ．毒のある生物（アカクラゲ、ウミケムシ、ゴンズイ等）に注意します。 

オ．潮流や風向に十分注意して研修を行います。 

カ．カッター研修が行われている場合は特に潮流に注意し、研修生がカッターに近づかないように注意 

して監視、声かけを行います。 

７ 渋川海岸研修範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 研修の流れ（１泊２日午後退所式での研修例） 

【研修１でシーカヤック体験を行い、研修２でカッターを行う場合】 

研修生の動き・・・○  引率者の動き・・・●  両方に関係がある場合・・・☆ 

事前準備 

（昼食後） 

○水着を着用し、タオルや着替えを指定された場所に置く。 

◎体育館下足箱、浴室、シャワー室等を団体の規模、研修団体数によって割り当てる。 

準 備 

(約２０分) 

○救命胴衣を着用し、その上からバディで同じ番号のゼッケンを着る。 

●ラックを研修場所付近の遊歩道に移動し、ラックからカヤックとパドルをおろす。 

◎拡声器・レスキューチューブの準備と片付けは青年の家職員が行う。 

○青年の家職員から、カヤックの漕ぎ方や注意することの説明を聞く。（１５分） 

○カヤックとパドルを遊歩道付近から波打ち際までバディで運ぶ。 

カヤックの艇首を海に向け、前後２列に並べる。パドルはカヤックの左側、バディでカヤック

の右側に整列する。 

 

（下図参照） 
 
 
 
                    
 
 
 
 
 

 

活 動 

【活動の流れ】 

○バディシステムで漕艇を行う。→バディ１人目漕艇→交代→バディ２人目漕艇→繰り返す。 

●団体内での交代時間等は、引率者の判断で指示を出す。 

☆他団体との交代がある場合は時間を厳守する。 

片付け 

(約２０分) 

【研修２で他団体が研修する場合】 

○カヤックとパドルを波打ち際に並べる。ゼッケンはカヤックの上に置く。 

●レスキューチューブ・拡声器を砂浜に置く。 

○青年の家に戻り、救命胴衣を水洗いして返却した後、指定された場所で着替える。 

 ◎次の団体へ救命胴衣を引継ぐ場合は、砂浜に置く。 

◎次の団体の使用数が少ない場合は、使用しないカヤックとパドルをラックに積む。 

【研修２で他団体の研修がない場合】 

○遊歩道のラック近くまでカヤックとパドルをバディで運ぶ。青年の家まで帰り、救命胴衣とゼ

ッケンを水洗いして返却する。その後、指定された場所で着替える。 

●ラックにカヤックとパドルを積み、青年の家に返却する。 

備 考 

○研修後、浴室またはシャワー室等で着替えを行うが、希望があればかけ湯も可能。 

☆研修の時間は、各団体の研修終了時刻によって変わってくる。 

○カッター研修の集合時刻に遅れないようにする。 

○カッター研修時の救命胴衣は、砂浜にある場合とない場合がある。砂浜にない場合は、青年の

家から濡れていない物を新たに着用して砂浜に移動する。 

 ※）事前打合せ会で確認する。 

 

 

 

 

 

 

○研修は、陸上監視係の間で行います。 

○陸上監視係は各ブイの正面に立ち、監視を行います。 

○潮流の下にいる陸上監視係はレスキューチューブと拡声器を 

持ち、指示します。 

 

 

陸上監視

係 

陸上監視

係 

ﾚｽｷｭｰﾁｭｰﾌﾞ 

拡声器 

青年の家が準備 ( )は数量 個人又は団体が準備 

個人 救命胴衣・ゼッケン （１） 

引率者 

研修のバディ編成 

班 
カヤック （１） ラック運搬係の設定 

パドル （１） 陸上監視係の設定 

団体 拡声器・ﾚｽｷｭｰﾁｭｰﾌﾞ （１） （濡れてもよい服装で２人以上） 

 

○点線の範囲内で研修場所を決めます。 

○カッターの研修時間、潮流等の関係で、 

研修場所は当日に説明します。 

＜シーカヤック体験＞ 

 潮流 ブイ 
ブイ 
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ド
ル 
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研修生 
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【研修１でカッターを行った後、研修２でシーカヤック体験を行う場合】 

研修生の動き・・・○  引率者の動き・・・●  両方に関係がある場合・・・☆ 

事前準備 

（昼食後） 

○カッター研修後の準備時間短縮のため、カッター研修までに水着を着用しておき、タオルや着

替えを指定された場所に置く。 

◎体育館下足箱、浴室、シャワー室等を団体の規模、研修団体数によって割り当てる。 

◎カッター研修は、水着の上に体操服を着用して行う。 

準 備 

(約２０分) 

○カッター研修後、水着に着替え、救命胴衣を着用し、その上からバディで同じ番号のゼッケン

を着る。 

【研修１で他団体が研修していた場合】 

☆カヤック、パドル、ゼッケンは砂浜に置いてある。 

○研修場所にあるゼッケンを救命胴衣の上から着用する。 

【研修１で他団体の研修がなかった場合】 

●ラックを研修場所付近の遊歩道に移動し、ラックからカヤックとパドルをおろす。 

◎拡声器・レスキューチューブの準備と片付けは青年の家職員が行う。 

○青年の家職員から、カヤックの漕ぎ方や注意することの説明を聞く。（１５分） 

○カヤックとパドルを遊歩道付近から波打ち際までバディで運ぶ。 

カヤックの艇首を海に向け、前後２列に並べる。パドルはカヤックの左側、バディでカヤック

の右側に整列する。 

 

（下図参照） 
 
 
 
                    
 
 
 
 
 

 

☆カッター研修前にラックを移動し、波打ち際にカヤック、パドルを並べておくことも可能。 
◎カッター研修の集合時刻に遅れないようにする。 

活 動 

【活動の流れ】 

○バディシステムで漕艇を行う。→バディ１人目漕艇→交代→バディ２人目漕艇→繰り返す。 

●団体内での交代時間等は、引率者の判断で指示を出す。 

☆他団体との交代がある場合は時間を厳守する。 

片付け 

(約２０分) 

○遊歩道のラック近くまでカヤックとパドルをバディで運ぶ。青年の家に帰り、救命胴衣とゼ

ッケンを水洗いして返却する。その後、指定された場所で着替える。 

●ラックにカヤックとパドルを積み、青年の家に返却する。 

◎次の活動に遅れないようにする。 

備 考 
○研修後、浴室またはシャワー室等で着替えを行うが、希望があればかけ湯も可能。 

☆研修の時間は、各団体の研修終了時刻によって変わってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研修３で地引き網を行った後、研修４でシーカヤック体験を行う場合】 

研修生の動き・・・○  引率者の動き・・・●  両方に関係がある場合・・・☆ 

朝食後 

（起床後） 

○地引き網研修後の準備時間短縮のため、地引き網研修までに水着を着用しておき、タオルや着

替えを指定された場所に置く。 

◎体育館下足箱、浴室、シャワー室等を団体の規模、研修団体数によって割り当てる。 

◎地引き網研修は、水着の上に体操服を着用して行う。 

準 備 

(約２０分) 

○地引き網研修後、水着に着替え、救命胴衣を着用し、その上からバディで同じ番号のゼッケン

を着る。 

●ラックを研修場所付近の遊歩道に移動し、ラックからカヤックとパドルをおろす。 

◎拡声器・レスキューチューブの準備と片付けは青年の家職員が行う。 

○青年の家職員から、カヤックの漕ぎ方や注意することの説明を聞く。（１５分） 

○カヤックとパドルを遊歩道付近から波打ち際までバディで運ぶ。 

カヤックの艇首を海に向け、前後２列に並べる。パドルはカヤックの左側、バディでカヤック

の右側に整列する。 

 

（下図参照） 
 
 
 
                    
 
 
 
 
 

 

☆地引き網研修前にラックを移動し、波打ち際にカヤック、パドルを並べておくことも可能。 
◎その場合、地引き網研修が始まり、青年の家職員が砂浜に来るまでは見張りを行う。 
◎地引き網研修の集合時刻に遅れないようにする。 

活 動 

【活動の流れ】 

○バディシステムで漕艇を行う。→バディ１人目漕艇→交代→バディ２人目漕艇→繰り返す。 

●団体内での交代時間等は、引率者の判断で指示を出す。 

☆他団体との交代がある場合は時間を厳守する。 

片付け 

(約２０分) 

○遊歩道のラック近くまでカヤックとパドルをバディで運ぶ。青年の家に帰り、救命胴衣とゼ

ッケンを水洗いして返却する。その後、指定された場所で着替える。 

●ラックにカヤックとパドルを積み、青年の家に返却する。 

◎昼食に遅れないようにする。 

備 考 

○研修後、浴室またはシャワー室等で着替えを行うが、希望があればかけ湯も可能。 

☆研修の時間は、各団体の研修終了時刻によって変わってくる。 

 ◎カッター研修が行われていないので、最大４０艇のシーカヤックを出すことができる。 
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１ 時間 

８０分 

２ 場所 

 渋川海岸 

３ 人数 

２００人程度まで 

４ 服装 

 帽子・体操服等の活動しやすい服・サンダル 

５ 準備物 

 

 

 

◎同研修時間に複数校が希望した場合は、用具の数を協議の上決定します。 

６ その他 

（１）天候により研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

（２）班で事前にどんなものを作るか（設計図等）を決めておくと意欲的に活動できます。 

 

【作 品 例】 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ 

内容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

集合・ 

移動 
５ 

○グラウンドに集合する。 

○用具を準備する。 

○砂浜に移動する。 

○班ごとに集合させる。 

 

○安全に注意し、移動させる。 

説 明 ５ 

○注意事項を聞く。 ○以下の点に留意して実施する。 

◎カッターの研修場所から、５０ｍ以

上離れて行う。 

◎研修場所の選定については、潮の満

ち引きを考慮する｡ 

◎砂浜は６０㎝以上掘らない。 

◎用具を振り回さない。 

◎研修後作品は解体し、整地する。 

◎海にはすねのあたりまでしか入らな

い。 

制 作 ５５ 
○設計図を見ながら班ごとに制作す 

 る。 

○巡視をし、安全面に留意する。 

 

まとめ １０ 

○制作後の感想を発表したり、他の

班の作品の優れているところを発

表したりする。 

 

片付け ５ 

○作品を壊して砂浜を整地する。 

○スコップは、足洗場で水洗いして

から、元の場所に返却する｡ 

（１ケースに４０本入れる。） 

◎乾かさなくてもよい。 

○整地の指示を出す。 

○帰所時は安全に注意して移動させる｡ 

 

【砂の芸術マップ】◎同時に研修を行う団体がある場合、他の場所を案内する場合があります。  

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

個人 スコップ（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製） （１） 個人 汗拭き用タオル（必要に応じて） 

班 バケツ （１） 団体 作品の設計図（必要に応じて） 

↓ アシカ像

海洋博物館渋川青年の家

研修は、アシカ像より東側で実施してください。

＜砂の芸術＞ 
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１ 時間 

６０～８０分 

２ 場所 

グラウンド～青年の家周辺 

３ 人数・班編成 

最大２００人程度・１班６人程度で編成（最大４０班） 

４ 服装 

帽子・体操服等の活動しやすい服・運動靴 

５ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研修の進め方 

（１）制限時間の設定 

あらかじめ、青年の家に戻る時刻を設定しておきます。 

◎研修生は、引率者の時計で判断します。 

（２）スタートの方法 

全ての班が、同時に青年の家をスタートします。 

◎班数が多い場合は、班ごとに最初に探すポストを指定してスタートします。 

（３）順位の決定 

回ったポストの得点とボーナスの得点の合計で順位を決めます。 

７ その他 

天候により研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 引率者の役割分担 

配置場所 人 数 役  割 

グラウンド【本部】 １人 
全体の指導、集合点呼、研修説明、健康チェック、 

スタート・ゴール管理、集計等 

正門（ロータリー）付近 １人 正門付近の交通整理（車・研修生） 

マリンホテル前 各１人 安全確認（人数、歩き方等） 

東・西の浜突堤付近 各１人 安全確認（人数、歩き方等） 

◎引率者の人数が少ない場合は、研修生と一緒に回る等により、安全確保を行います。 

◎制限時間を過ぎてもゴールしない等の異常があった場合は、青年の家職員に連絡してくだ 

さい。 

 

【スコアオリエンテーリングマップ】 

 

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

班 

ファイル （１） 個人 汗拭きタオル（必要に応じて） 

ｽｺｱｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ （１） 班 筆記用具（リーダー） 

解答用紙 （１） 

 

ゼッケン （１） 

団体 

指導者用資料 （１） 

集計用紙 （１） 

ポスト見本 （１） 

本部用長机 （１） 

４３

２

本

１

＜スコアオリエンテーリング＞ 

渋川青年の家

海洋博物館

展望台

マリンホテル 公　園

430

市営駐車場

渋川八幡宮

ビジター
　　ハウス

本

３

２

４

１

ア14
ポスト見本
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１ 時間 

８０～１３０分 

２ 場所 

グラウンド～青年の家周辺 

３ 人数・班編成 

最大２００人程度・１班６人程度で編成（最大４０班） 

４ 服装 

帽子・体操服等の活動しやすい服・運動靴 

５ 準備物 

青年の家が準備 (  )は数量 団体又は個人が準備 

班 

ファイル （１） 個人 汗拭き用タオル（必要に応じて） 

こま図・解答用紙 （１） 班 筆記用具（リーダー） 

ゼッケン （１） 

 
団体 

指導者用資料 （１） 

正答表 （１） 

長なわとび （１） 

本部用長机 （１） 

 

 

６ コース 

コ ー ス 規定時間(分) 備  考 

Ａコース ４０ 研修１コマで行う。（５０～６０人の少人数向き） 

Ｂコース ４０ Ａコースの逆回り。（多人数で行う場合、Ａコースと併用して行う。） 

Ｃコースa １３０ 研修２コマで行う。「海洋博物館」に観察ゾーンとして入場する。 

隅々まで観察し、後で問題に答える。 

◎『観察ゾーンの問題』は、帰ってきた班に本部で渡し、解かせる。 

Ｃコースb １３０ Ｃコースaの逆回り。（多人数で行う場合、Ｃコースbと併用して行う。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の進め方 

ア．班ごとに時間差（１分おき） をつけてスタートします。 

イ．スタートからゴールまでの所要時間が決めてあります。ゴールする時間が早すぎても遅すぎ

ても減点となります。研修生にはこの時間を知らせません。 

８ 引率者の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎引率者の状況や人数に応じて、安全確保ができるように配置します。引率者の人数が少ない

場合は、青年の家職員に相談してください。また、異常があった場合は、青年の家職員に

連絡します。 

９ その他 

ア．事前に本冊子(１４頁)の練習問題を使って、ウォークラリーについて理解しておきます。 

イ．各班１人リーダーを決めておきます。 

ウ．天候により研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

エ．Ｃコースは、「海洋博物館」に入館しますので、スタート前に入館料の支払いを済ませて

おきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置場所 人 数 役  割 

①グラウンド【本部】 

 

１～２人 ○全体指導（研修の説明、スタート  ・ ゴール位置の確認、

集計、健康チェック等） 

○長なわとびの点数を記入します。 

○ゴール後、解答用紙の採点をします。 

②海岸東側突堤付近 １人 ○研修生の歌を聴き、採点をします。（１０点満点） 

③渋川八幡宮前 

各１人 ○安全確認（人数、歩き方等） 
④マリンホテル前 

⑤渋川港 

 (中学校用コースのみ) 

 

＜ウォークラリー＞ 

【コース図】 

マップ内の矢印はＡコースの進み方です。 

★印はチェックポイントです。 

①～⑤は引率者の配置場所です。 
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ウォークラリー －練習問題－ 

 

１ ウォークラリーとは 

こま図に従って、班で課題を解決しながら歩きます。そして課題得点と時間得点の合計点で競うゲームです。 

２ 進み方 

○こま図の番号順に進みます。 

○ ●の印は、今いる場所を示しています。そこから矢印の方向に進むと、次のこま図の●の印まで進めます。 

○こま図の東西南北、縮尺は一定していません。 

○      はチェックポイントです。こま図の★の場所に、答えやそのヒントがあります。 

      とこま図内に記入されていれば、解答用紙のＣ.Ｐ.１の課題を解決して、答えを記入します。 

３ 練習問題 

下のこま図（１～６）に従って、右の地図を進みましょう。さて、どこに着くでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 

Ｃ.Ｐ.１  この橋の名前は何というでしょうか。  （                    ） 

Ｃ.Ｐ.２  この池の名前は何というでしょうか。  （                    ） 

Ｃ.Ｐ.３  ここには何がありますか。       （                    ） 

 

 

 

４ 地 図 

 

課題解答 

Ｃ.Ｐ.１…Ｄ橋  Ｃ.Ｐ.２…Ｅ池  Ｃ.Ｐ.３…渋川郵便局  ゴール…渋川青年の家 
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１ 時間 

登り・下りとも片道約６０分 

２ 場所  

王子が岳とその周辺（片道２．４ｋｍ） 

３ 人数  

制限はありません 

４ 服装  

帽子・体操服等の活動しやすい服（長袖、長ズボン）・運動靴（けが等の防止のためサンダル不可） 

５ 準備物  

 

 

 

 

 

 

６ その他    

ア．天候により研修を中止する場合がありますので、代替の研修を決めておきます。 

イ．引率者は携帯電話を持参し、緊急時には、青年の家に連絡します。 

緊急連絡先 【青年の家  ＴＥＬ；０８６３－８１－８０３９】 

ウ．研修中に安全面に関することで、配慮を必要とする箇所があります。「指導者用資料」

を参考に、安全面について研修生に指導します。 

エ．登山道入口には、イノシシの防護柵が設置してあります。全員が通過後、必ず柵を閉め

ます。 

 

【コース】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ 

＜午 前＞              ＜午 後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ…道路横断 Ｂ…急な坂道 Ｃ…場所が狭い ※印は要注意箇所 

登山道入口付近 渋川海岸 

（第１休憩所手前より）  

にこにこ岩 瀬戸内の多島美 

（山頂からの眺め）  

時 刻 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 刻 内 容 

８：３０ グラウンドに集合する。 １３：３０ グラウンドに集合する。 

８：４０ 青年の家を出発する。 １３：４０ 青年の家を出発する。 

９：４０ 山頂広場に到着する。 

（散策・休憩） 

１４：４０ 山頂広場に到着する。 

（散策・休憩） 

１０：３０ 山頂広場を出発する。 １５：３０ 山頂広場を出発する。 

１１：３０ 青年の家に到着する。 １６：３０ 青年の家に到着する。 

    

 

青年の家が準備 (  )は数量 団体又は個人が準備 

班 登山用資料 （１） 

個人 

水分補給用飲料 

団体 指導者用資料 （１） 汗拭き用タオル（必要に応じて） 

   ナップザック（タオル、飲料携行用） 

 

    

       

       

       

        

               

 

＜王子が岳ハイキング＞ 
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１ 時間 

８０分  

２ 場所 

グラウンド  

３ 人数・班編成 

１２０人程度・１釜（１班）６人程度で編成（最大２０班）  

４ 服装 

帽子・体操服等の活動しやすい服・運動靴  

５ 費用 

１釜 ３５０円  

６ 準備物  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎複数校が同研修時間を希望した場合は、班数（釜数等）を協議のうえ決定します。  

◎軍手は必要数に応じて団体で準備してください。  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

７ 研修の流れ  

内 容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

説 明 ５ 

○ファイルを見ながら、作り方の説明を

聞く。 

○グループごとに用具を準備する｡ 

○ファイルを見せながら、作り方を説明す

る。 

○用具を渡す。 

準 備 １５ 

○海水を取りに行く。 

○海水を１リットル計り取る。 

 

○火をおこすために、くどに着火剤、木

切れ、薪の順番に入れ、薪組みをする。 

   

○準備ができたら、引率者から火をつけ

てもらい火をおこす。 

○安全に注意をさせる。 

○鍋に海水を入れてから火をおこす。 

◎海水を１リットル以上入れさせない。 

○火をおこすときは、着火材を置き、その

上に木切れを乗せ、その上に薪を組む。 

 （薪組み） 

○準備ができた班からガスマッチで着火

剤に火をつける。 

◎必ず薪組みをしてから火をつける。 

活動 ４０ 

○海水を煮詰める。 

○火が弱ければ薪をつぎ足す。 

○海水をかき混ぜながら、鍋の縁に付い

た塩をかき混ぜ棒で削り落とす。 

 ◎塩がはねることがあるので、注意す

る。 

○鍋の中の海水の変化を観察（メモ等）

する。 

○煮詰まってから３分経った後、鍋を火

から下ろす。 

○やけどには十分注意をさせる。 

○薪を入れ過ぎないように注意する。 

○海水をかき混ぜたり、縁に付いた塩を削

り落としたりするときに、やけどに注意

する。 

 

 

 

○鍋を下ろすときは、周りに人がいないか

十分確認するよう注意する。 

◎何が含まれているか分からないため

できた塩は研修生に食べさせない。 

片付け １５ 

○片付けの手順を聞く。 

○冷ました塩をビニル袋に取る。 

 

 

○鍋を足洗場で洗う。 

 ◎やけどに気を付ける。 

○用具を全て片付ける。 

○片付けの手順を説明する。 

○やけどには、十分注意させる。 

◎塩が熱いと袋が溶けるため、注意喚起

を行う。 

 

 

○水を入れた手押し車に消し炭や灰をま

とめて入れる。 

○手押し車をカーポート付近に運ぶ。 

◎消し炭等は青年の家が処理する。 

まとめ ５ ○まとめの話を聞く。 ○まとめの話をする。 

 

青年の家が準備 ( )は数量      

班 

バケツ（海水採取用） （１）      

計量カップ （１）      

底板（鉄板） （１）      

くど （１）      

鍋 （１）      

火ばさみ （１）      

かき混ぜ棒 （１）      

薪 （ 6本程度）      

木切れ （少々）      

着火剤 （１）      

作り方ファイル （１）      

うちわ （１）      

軍手 （１）      

ビニル袋 （１）      

スプーン （１）      

団体 ガスマッチ （２）      

        

        

 

＜塩づくり＞ 
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１ 時間 

８０分（夜の自主研修で実施する場合は６０分） 

※）夜の自主研修で複数校の実施希望が重なる場合は、時間を短縮して調整することがあります。 

２ 場所 

体育館 

３ 人数 

制限なし 

４ 服装 

帽子・体操服等の動きやすい服・上履き 

５ 準備物 

実施内容に応じて、準備します。 

６ その他 

ア．けがや事故がないように、安全に留意して実施します。 

イ．他の団体に迷惑がかからないように、時間を厳守して行います。 

ウ．下記のボール類が貸出可能です。（要；青年の家職員に相談） 

【体育館器具庫のボール類】 

バレーボール……………… ３個  ソフトバレーボール…… ８個 

ドッジボール……………… ４個  バスケットボール……… ４個 

 

 

 

 

 

１ 時間 

８０分 

２ 場所 

渋川海岸、砂浜 

３ 人数 

制限なし 

４ 服装 

帽子・体操服等の動きやすい服・運動靴又はサンダル 

５ 準備物 

実施内容に応じて、準備します。 

６ その他 

ア．けがや事故がないように、安全に留意して実施します。 

イ．貸出可能な用具があります。（要；青年の家職員に相談） 

（例）長縄、ロープ（約３ｍ）、ミニコーンなど 

 

 

 

 

 

１ 時間 

８０分（夜の自主研修で実施する場合は６０分） 

２ 場所 

体育館・グラウンド（ペタンクのみ） 

３ 人数 

種目により、異なります。 

４ 服装 

帽子・体操服等の動きやすい服・上履き 

５ 準備物 

実施内容に応じて、準備します。 

６ その他 

ア．けがや事故がないように、安全に留意して実施します。 

イ．他の団体に迷惑がかからないように、時間を厳守します。 

ウ．下表の種目の用具は貸出可能です。（要；青年の家職員に相談） 

 

【青年の家でできるニュースポーツ】 

◎競技人数等は目安です。研修生の人数や状況に合わせて実施します。 

種 目 数 量 競技人数等 保管場所 

ユニカール １セット（２箱） １チーム３人・２チームで試合 体育館器具庫 

ユニホック ２セット（赤・黄各 12 本） １チーム６人・２チームで試合 体育館器具庫 

ペタンク ４セット シングル～トリプルスで試合 クラフトコーナー 

キンボール １セット １チーム４人・３チームで試合 クラフトコーナー 

タグラグビー ６セット １チーム５人・２チームで試合 クラフトコーナー 

ドッヂビー １０枚 １チーム１３人・２チームで試合 クラフトコーナー 

ディスクゴルフ ゴール３・ディスク１６ ルールにより変わる 【注１】 

インディアカ １２個（羽の数） １チーム８人（コート４人、交代４人） クラフトコーナー 

４方向綱引き １セット １チーム１０人程度 体育館器具庫 

ジャンピングロープ ３セット １チーム１０人程度 体育館器具庫 

キャッチング・ザ・スティック ４０本 １チーム１０人（１チーム８本使用） 体育館器具庫 

【注１】ゴールは体育館器具庫、ディスクはクラフトコーナーにあります。    

＜体育館レクリエーション＞ 

＜海浜運動会＞ 

＜ニュースポーツ＞ 
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１ 時間 
６０分（準備・片付けの時間を含む。） 

２ 場所 

体育館 

３ 人数・班編成 

制限なし 

４ 服装 

帽子・体操服等の活動しやすい服・上履き 

５ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他     

ア．役割分担・会場設営を含めて進行計画を立て、火傷やけが等の事故がないよう安全に留意して

行います。進行計画の作成については、別項「キャンドルの集い 研修例」を御参考ください。 

イ．燭台の下には、必ずフロアシートを敷き、床面が汚れないように配慮します。 

ウ．他の団体に迷惑がかからないように、時間を厳守します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 時間 
８０分（夜の自主研修では６０分となります。） 

２ 場所 

研修室 

３ 人数・班編成 

１４０人程度 

４ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 時間 

８０分 

２ 場所 

市立玉野海洋博物館（渋川マリン水族館） 

３ 人数・班編成 

３００人程度 

４ 服装 

帽子・体操服等の活動しやすい服・運動靴 

５ 観覧料 

小学生 ２５０円 

◎観覧料は、海洋博物館窓口で直接支払います。 

６ 準備物 

テキスト・筆記用具（必要に応じて） 

７ その他 

ア．時間を守って見学します。（放送を頼むことも可） 

◎見学を中止する場合は、早めに青年の家に連絡します。 

イ．見学時のマナーについて十分に指導し、一般の方に迷惑がかからないように配慮します。 

（大きな声でしゃべらない、走り回らないなど） 

 

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

団体 
燭台 （１） 

団体 

ろうそく 

フロアシート （１） 手燭（アルミホイル） 

  

衣装・音源等の小道具 

（必要に応じて） 

延長コード（必要に応じて） 

 青年の家が準備     （ ）は数量 個人又は団体が準備 

団体 

ＤＶＤプレイヤー （１） 

団体 

ＤＶＤソフト 

ＤＶＤソフト 適宜 
プロジェクター 

（必要に応じて） 
プロジェクター （１） 

スクリーン （１） 

＜キャンドルの集い＞ 

芯の穴（直径） 

１０号（０.６cm）以上 

 

長さ 

３０号（１７cm）以下 

 

【燭 台】 

ろうそく（左図のサイズ）を 
約３０本立てることが可能。 

 

【ろうそく】 

サイズは上図を参考に準備する。 

 

＜ＤＶＤ視聴＞ 

＜海洋博物館見学＞ 

水曜日は休館日のため、見学はできません。 
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キャンドルの集い　研修例

１　事前指導（例）

　　○研修生をグループに分けスタンツの練習をする。

　　○厳粛さと楽しさのめりはりが大切なことを指導する。

２　準備物

　　○個人………帽子・体操服など活動しやすい服装

　　○グループ…スタンツに必要な小道具

　　○団体………進行計画（グループ分け、役割分担、会場設営）、ろうそく、手燭（アルミホイル）

　　　　　　　　衣装

　　　　　　　　ＢＧＭ「遠き山に日は落ちて」「祈りの歌」「マイウェイ」「一日の終わり」

　　　　　　　　　　　「今日の日はさようなら」等

　　○青年の家…燭台、シート、放送用具（マイク、ラジカセ等）

３　実施例

１．事前準備

２．集合・整列
３．リハーサル

４．休憩
５．集合・整列
６．本番

７．片付け

・会場の設営をする。
・シートを敷き、注意して燭台を運ぶ。
・燭台を囲んで円形又は楕円形に隊形を作る。
・第１部と第３部の儀式を中心に行う。
・役割分担と進行について十分理解させる。
・スタンツの打合せ、係と用具等の準備やトイレを済ませる。
・全員に配置に着かせた後、全ての照明を消す。
・第１部　厳粛に（無言・はっきりした歌唱）。
・第２部　楽しく（大きなジェスチャー、はっきりした声）。
・第３部　厳粛に（無言・はっきりした歌唱）。
・終了次第、片付ける。

４　役割分担

（１）指導者

分火『分火』・点火『点火』・集火『集火』の宣言をする。
はじめの言葉…キャンドルの集いの意義、火にまつわる話、
　　　　　　　研修を通しての感想など
終わりの言葉…キャンドルの集いのまとめ、第２部の感想
　　　　　　　励ましなど

第２部の司会、進行、スタンツの合間の簡単な歌やゲーム
をする。

ＣＣ・女神の衣装着付、開始前の消灯をする。

事前に研修生にろうそくを配る。女神への点火をする。

キャンドルチーフ

（ＣＣ）

司会・進行

着付・消灯

ファイヤーキーパー

  １

１～２

１～２

１～３

（２）研修生

内　容 補　足 備　考

シート・燭台等

ろうそくの始末

女神

トーチ係

１

１～２

聖火を持って入場し、トーチ係への分火を行う。

聖火入場と分火の要領（女神の動き）

５　スタンツ（出し物）についての留意点

（１）スタンツの効用

　　　○創り出すことの楽しさが味わえる。

　　　○自己発見、仲間の未知な部分を知ることができる。

　　　○グループの協力、チームワークの良さに対する喜びが得られる。

　　　○自己の表現力を高め、積極さも高まる。

（２）スタンツの発表について

　　　○短い時間で行う（出入りを含め３～５分程度）。

　　　○グループ全員が力を合わせてする。

　　　○簡単な筋書きの中に楽しさ、ユーモアがある。

　　　○できれば風刺のきいたもの。

　　　　斉唱・合唱だけとか、なぞなぞ・クイズ・テレビ等のまねはスタンツではない。

（３）スタンツの発表の仕方について

　　　○言葉は、はっきりと言う。　　　　　　　　　○アドリブは程々にする。

　　　○山をつくる。　　　　　　　　　　　　　　　○悪ノリはしない。

　　　○みんなに見えるように行う。　　　　　　　　○スタンドプレーはしない。

　　　○思い切って堂々と（大げさに）表現する。　　○喜劇役者は自分から笑わない。

　　　○動作はてきぱきと行う。　　　　　　　　　　○けじめをつける。

６　安全・施設管理について

　　　○燭台にろうそくを立てるときは、釘に注意して立てる。

　　　○ろうそくを扱うので、やけどに注意する。

　　　○ろうそくのろうが床に落ちないように必ずシートを敷く。ろうが床に落ちていないか確認し、

　　　　落ちていたらすぐに取る。

研修時間　６０分
　　　　　（準備・片付けを含む）

係　名 人数 内　　容

係　名 人数 内　　容

　　○入場後円陣の内側を回り、

　　　ＣＣの左側に立つ。

　　○ＣＣの分火宣言後、トーチ

　　　係一人一人に点火する。

燭台

トーチ係２

トーチ係１

トーチ係３

研修生

研修生

研修生

研修生

研修生

研修生

研修生

ＣＣ

研修生

研修生

研修生

研修生研修生

研修生

女神のコース

誓いの言葉を宣誓する（短くて全員が反復できるものがよい）。

退場時のグループやクラスの指導をする。
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７　キャンドルの集いの進行

（例１）「今、女神によって運ばれてきた、この小さな火は先程まで何も見えなかった

　　　　　この集いの輪にほのかな明るさを与えたと思います。火は遠い昔から私たち

　　　　　に生きる喜びや勇気を与えてくれました。火は自らを燃やしつくしながら光

　　　　　と熱とを与えてくれます。火は私たちの生命とも言えるものです。このこと

　　　　　は数千年の昔から私たちの祖先が火を守って、あるときは獣や外敵から身を

　　　　　守ったり、物を創ることを教え、また明るくすること考えてきました。私た

　　　　　ちはこの暗夜に光を与える炎のように世界の全てに明るさと希望を与えるこ

　　　　　とを誓いたいと思います。」

（例２）「原始の時代の人々は最初に火を使うことを考えました。それは食物を焼くた

　　　　　め。そして明かりとして、それが何千年という歳月が流れ、燃料に変わって

　　　　　きました。しかし、今も大切なことには変わりありません。この火によって

　　　　　支えられてきた人々の生活は、時には厳しく、時には優しくほのぼのと人々

　　　　　の奥までしみ通っています。これからも、長く大切にされ、共に歩んでくれ

　　　　　たことに、心から感謝を送ります。」

音源（「遠き山に日は落ちて」）に合わせ、ハミング→１番を歌う。

進　行 内　　容

ＣＣの「分火」の宣言で、女神はトーチ係に分火し、分化されたトーチ係

はトーチを高く掲げ、誓いの言葉を述べる。全員で復唱する。女神は元の

位置、トーチ係は自分たちの位置に戻る。

ＣＣの「点火」の宣言で、女神・トーチ係は左右の人のろうそくに点火し

次々と送っていく。（ＢＧＭ「祈りの歌」）

ＣＣに正対・礼で始まる。

ＣＣの「集火」の宣言で、女神とＣＣが燭台にろうそくを立てる。続いて

女神の左側の研修生から途切れることなく、燭台にろうそくを立てに行く。

（ＢＧＭ「マイウェイ」）

第１部の締めくくりとし、また第２部に向けて元気よく歌う。

・第２部の始まりを告げる。

・楽しい雰囲気を盛り上げていくために、スタンツ（出し物）の前後や途

中で全員でのゲーム等を取り入れていく。

・スタンツは出入りを含めて各グループ３分程度（あまり長くならない）。

クイズなど他人を巻き込む内容は避け、グループ独自で演ずる寸劇・歌等が

望ましい。

・指導者もキャンドルの集いを盛り上げるためにスタンツを用意する。

・能率的に進行するために、第２部のプログラム（出演順）を決めておく。

大きな声で団体歌（校歌）等を歌う。

ＣＣに正対・礼で始まる（感想や前向きな話をする）。

歌（「一日の終わり」）に合わせ、女神とトーチ係は燭台の前に進み、自

分が持ち帰るろうそくの火だけを残し、手燭で押さえながら消す。

歌（「今日の日はさようなら」）に合わせ、ＣＣ、女神、トーチ係の先導

で退場する。指示があるまで決して私語をしないようにする。

女神の入場

分火

誓いの言葉

点火

はじめの言葉

集火

グループの歌

１．司会の言葉

２．みんなで歌

　　ダンス・ゲーム

３．各グループの

　　スタンツ

団体歌

終わりの言葉

トーチサービス

退場

第

１

部

第

２

部

第

３

部

　（４）手燭の作り方

　（５）火の移し方

アルミホイル

○良い例

　◎ろうが床にたれてしまう。

トーチ係は女神からもらった火を高く掲げ、誓いの言葉を大きな声で述べる。

終わった後、全員で復唱する。

　（例１）「協力の火、感謝の火、勤労の火、奉仕の火、仲良しの火」

　（例２）「私たちは　この日に　友情をあたためることを誓います。」

　（例３）「火、それは愛です。火、それは希望です。」

　（１）誓いの言葉

　（２）はじめの言葉

×悪い例

【参考】

　（３）ろうそくのサイズ

【芯の穴（直径）】

　10号（0.6cm）以上の物。

　◎ 10号未満の物の場合、燭台に
　　 立てられません。

【長　さ】

　30号（17cm）以下の物。

　◎ 30号より長い物の場合、燭台に立てた

　　 ときに安定しないことがあります。
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１ 時間 

６０分 

２ 場所 

研修室  

３ 人数・班編成 

２４０人程度・１班６人で編成（最大４０班） 

４ 費用 

１人７０円 

５ 準備物    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他  

ア．研修中に出たごみは、まとめてごみ置場に処理します。  

イ．つま楊枝、班・団体用の用具は、クラフトコーナーに返却します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ 

内 容 
時間 

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

研修準備  

○引率者の研修準備を手伝う。 ○洗面器に水を張り、班ごとに適量の

海藻を分けておく。 

○研修室の机を二つ合わせて島を作っ

ておく。 

説 明 ５ ○作り方の説明を聞く。 ○作り方の説明をする。 

準 備 １０ 

○班ごとに用具を準備する。 

○用紙に鉛筆で名前を書く。 

○用紙にリボンを結ぶ。 

○材料、用具を渡す。 

○用紙に名前を記入させる。 

○結びの支援をする。 

活動 ３０ 

○しおりにする海藻を決める。 

○大きな海藻は、はさみで適当な大

きさに切る。 

○洗面器の中の海藻を取り、ふきん

の上に置き、海藻の水分を取る。 

○用紙の上に海藻を置き、つま楊枝

などで広げる。 

○海藻の上からニスを塗り、板の上

で乾かす。 

◎用紙からはみ出さないようにニ

スを塗る 

○順番に協力して研修させる。 

○大きな海藻は、はさみで適当な大き

さに切り、うまく広げさせる。 

◎ふきんで強く押さえ過ぎないよう

に気を付けさせる。 

◎つま楊枝は再利用するので、折ら

ないように伝える。 

○海藻全体に、薄くまんべんなくニス

を塗らせる。 

○しおりは板の上に置いたまま、研修

室で乾かす。 

片付け １０ 

○グループ全員の作品ができたら片

付けを行う。 

○片付け方の指示をする。 

◎ニス容器、筆はしっかりと水洗い

させる。 

◎洗面器の海藻は、水ごとバケツへ

返す。バケツにはザルを乗せ海藻

をこし取る（水は捨てるが海藻は

捨てない。）。 

◎机を元に戻す。 

◎片付け後、板以外の用具をクラフ

トコーナーに返す。板は翌日の朝

に返す。 

まとめ ５ ○まとめの話を聞く。 ○まとめの話をする。 

◎完成したしおりを乾かす時は、研修室後方の机にできるだけまとめて置くようにします。  

 

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

個人 

用紙（２色） （各１） 個人 筆記用具 

リボン（２色） （各１）   

つま楊枝 (１)   

班 

洗面器 (１)   

作り方のファイル (１)   

はさみ (１)   

板 (１)   

ふきん (１)   

ニス入容器 (１)   

筆 (３)   

団体 

指導者用資料 (１)   

バケツ (１)   

ザル (１) 
     

海藻 （適量） 

        

        

        

        

        

【作 品 例】  

＜海藻のしおり＞ 
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１ 時間 
６０分 

２ 場所 

研修室 

３ 人数・班編成 

トレイ製：２００人程度・１班２～３人で編成（最大７０班） 

木  製：２００人程度・１班２～３人で編成（最大９０班） 

４ 費用 

トレイ製：１人 ９０円 

木  製：１人１５０円 

５ 準備物 

      発泡スチロールトレイ製            木  製  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎貝殻は空き時間を使って、研修生に海岸で拾わせておきます。 

１cm 程度の物を一人当たり２０個程度用意します（雨天等で拾えない場合は、青年の家で準

備した物を使えます。）。 

◎カラーマジックやビーズ等の装飾品は、各団体で準備します。  

◎木製フレームは既製品のためフレームの組み立て作業はありません。  

６ その他 

ア．研修中に出たごみは、まとめてごみ置場に処理します。 

イ．班や団体用の用具は、クラフトコーナーに返却します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ（準備・創作活動の内容が発泡スチロールトレイ製、木製フレーム製で異なります。） 

 

 

 

 

【作品例】 

内 容 
時間 

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

集 合 

説 明 
５ ○作り方の説明を聞く。 ○作り方の説明をする。 

青年の家が準備 (  )は数量 

個人 

フレーム用トレイ （１） 

クリアシート （１） 

クラフト台紙 （１） 

班 

貝殻（雨天時等） （１） 

ボンド （１） 

セロハンテープ （１） 

カッターナイフ （１） 

カッティングシート （１） 

ハサミ （１） 

切り抜き型 （１） 

団体 
指導用者資料 （１） 

クラフト見本 （１） 

個人又は団体が準備 

個人 
筆記用具 （１） 

貝殻(海岸で拾う) （１） 

青年の家が準備 (  )は数量 

個人 
木製フレーム （１） 

画用紙（L 版サイズ） （１） 

班 

貝殻（雨天時等） （１） 

ボンド （１） 

色鉛筆 （１） 

団体 
指導者用資料 （１） 

クラフト見本 （１） 

個人又は団体が準備 

個人 
筆記用具 （１） 

貝殻（海岸で拾う） （１） 

準備 

トレイ製 
１０ 

○班ごとに用具を準備する。 

○クラフト台紙に、名前を書く。 

○材料、用具を配る。 

活動 

トレイ製 
３０ 

○型紙に沿ってトレイを切り抜く。 

 

○クラフト台紙を切り取る。壁掛け 

部分に紙を重ね付けして補強する。 

○クリアシート、台紙の順番にトレ 

イにセロハンテープで止めていく。 

○ネームプレートを切り取り、三角 

柱状にしてフレームにはり付ける。 

○貝殻をフレームに接着していく。 

○カッターナイフ使用時の注意喚起

をする。 

○トレイの切り抜いた部分は捨てず

にクリアシート汚れ防止カバーと

して利用する。 

○写真を入れるため台紙上部はセロ

ハンテープを貼らないように気を

付けさせる。 

○ボンドのつけ過ぎに気を付けさせ

る。 

準備 

木製  
１０ 

○班ごとに用具を準備する。 

○フレーム、画用紙に名前を書く。 

○材料、用具を配る。 

活動 

木製  
３０ 

○貝殻をフレームに接着していく。 

○画用紙に絵を描く。 

○ボンドのつけ過ぎに気を付けさせ

る。 

片付け 
時間 

(分) 

○班全員の作品ができたら、片付け

をする。 

○片付けの指示をする。 

まとめ ５ ○まとめの話を聞く。 ○まとめの話をする。 

＜貝殻のフォトフレーム＞ 

木製  発泡スチロールトレイ製  
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１ 時間 

６０分 

２ 場所 

研修室 

３ 人数・班編成 

１００人程度まで・原則１班２人で編成（最大５０班） 

４ 費用 

１人１００円 

５ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎きりは指導者が使用してください。 

 

 

６ そ の 他 

ア．研修中に出たごみは、まとめてごみ置場に処理します。 

イ．班と団体用の用具は、クラフトコーナーに返却します。 

 

【作 品 例】 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【穴の開け方】 

①２人１組になり、１人は貝殻を押さえます。 

②もう１人は、貝殻の内側から穴を開けます。 

③ドリルのハンドルを手前から押し出すように回します。 

◎貝殻の端から１㎝程度の所に穴を開けます。 

◎下に強く押さると、貝殻が割れてしまうので気を付けます。 

青年の家が準備 (  )は数量 

個人 

ストラップ （１） 

金具 （１） 

貝殻 （１） 

班 

ドリル （１） 

当て木 （１） 

作り方ファイル （１） 

油性ペン （１） 

団体 

指導者用資料 （１） 

クラフト見本 （１） 

予備用貝殻 （数個） 

つま楊枝 （適量） 

きり（指導者用） （１～数本） 

 

内 容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

説 明 ５ ○作り方の説明を聞く。 ○作り方の説明をする。 

準 備 ５ ○班ごとに用具を準備する。 ○材料、用具を配る。 

活動 ３５ 

○ドリルで貝殻に穴を開ける。 

○ストラップのリングと金具を取り

付ける。 

○貝殻の穴にストラップの紐を結び

付ける。 

○どのような作品にするか構想を練

る。 

○色、形、質感等を考えながら油性

ペンで彩色する。 

○素材、形を生かすことに留意させる。 

○穴が開きにくい研修生には、必要に応

じて援助する。 

○金具やストラップが取り付けにくい研 

修生には必要に応じて援助をする。 

※）特にリングと金具が取り付けに

くい場合はつま楊枝でリングを広

げて支援する。 

○班の人数によって、穴開けと彩色を並

行して行わせてもよい。 

片付け １０ 
○班全員の作品が完成したら、片付

けをする。 

○片付けの指示をする。 

まとめ ５ ○まとめの話を聞く。 ○まとめの話をする。 

 

＜貝殻のキーホルダー＞ 
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１ 時間 
６０分 

２ 場所 

研修室 

３ 人数・班編成 

１００人程度まで・１班２人で編成（最大５０班） 

４ 費用 

１人５０円(持ち帰る場合も同じ金額) 

５ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 

ア．研修中に出たごみは、まとめてごみ置場に処理します。 

イ．研修後、用具はクラフトコーナーに返却します。 

ウ．持ち帰って制作することもできます。その場合は、台紙、色紙、イラスト用のみの販売とな

ります（要；青年の家職員に相談してください。）。 

【作品例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ 

◎台紙の長方形の枠に思い出を書いたり、表紙に絵を描いたりすることができますが、研修
時間内にその作業時間を確保することができない場合があります。その場合は、反省会や
学校での振り返りの時間等を活用して完成させます。 

 

内 容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

準備 

・ 

説明 

１０ 

○使用する用具を取りに行く。 
 
○作り方の説明を聞く。 
  

○個人又は班（二人組）で必要な用具を
準備しておく。 

○見本を見せ、活動意欲を喚起させる。 
○それぞれの作業（切る・折る・色を塗
る）について資料に従って説明する。 

活動 ３５ 

○色紙に、学校名と名前を書く。 
 
○カッティングシートの上で、台紙
に切れ目を入れる。 

 
 
 
 
 
 
 
○一点鎖線を山折りにし、点線を谷
折りにする。 

 
○色紙に台紙をのり付けする。 
 
 
 
 
 
○イラスト用紙の中から３つを選び、
色を塗る。 

○色塗りをしたイラストをはさみで
切り取る。 

○切り取ったイラストを★印にのり付け 
する。 

○余白部分に、絵を描いたり色を塗
ったりする。 

○「学校名・名前」を記入することを指
示し、色紙を配る。 

○カッターナイフの安全な使い方を指導
する。 
◎手首を机面に当てて、鉛筆で線を
引くように切ること。 

◎刃の進む方向に手を置かないこと。 
○二人組で作業順を決めさせた後、実線
部分を切ることを指示して、台紙を配
る。（ずっと待つことを避けるため、
一箇所切れたら交代させても良い。） 

○   山折りと   谷折りを間違え
ないようにすることを伝え、机間巡視
により確認する。 

○色紙を半折した後、その折り目と台紙
中央の点線が合うようにのり付けさせ
る。その際、カッターナイフで切った
部分にはのりを付けないように指示す
る。（全部のり付けすると飛び出さな
くなるので注意が必要。） 

○イラスト用紙を配付し、イラスト３つ
の中に自分で描いたものを入れてよい
こと、また、色塗りをしたイラストを
はさみで切り取ることを伝える。 

○のり付けする際、台紙からはみ出さな
いように貼る位置に気を付けさせる。 

○作業の進行状況により、早くできたら
余白部分に絵を描いたり色を塗ったり
してもよいことを指示する。 

片付け １０ 
○作品ができ上がったら、用具とご 
みを片付ける。  

○作品が完成したら片付けをするよう指
示する。 

まとめ ５ 

○まとめの話を聞く。 
 

○完成した作品を紹介したり研修生に感
想を発表させたりして、頑張りを称揚
する。 

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

個人 

台紙 （１） 個人 筆記用具 

色紙 （１） 

イラスト用紙 （１） 

はさみ （１） 

班 

カッターナイフ （１） 

カッティングシート （１） 

のり （１） 

クーピー （１） 

団体 
指導者用資料 （１） 

クラフト見本 （１） 

＜飛び出す思い出カード＞ 
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１ 時間 
６０分 

２ 場所 

研修室 

３ 人数・班編成 

１４０人程度・１班３人程度で編成（最大５０班） 

４ 費用 

１人５０円 

５ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 

ア．研修中に出たごみは、まとめてごみ置場に処理します。 

イ．貸出用具は、クラフトコーナーに返却します。 

 

【作品例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研修の流れ 

 

内 容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

説明・ 

魚の話 
１０ 

○研修の説明を聞く。 

○魚の話を聞く。 

○研修の流れを理解させる。 

○魚の生態や機能について学習させる。 

ひれ、うろこ、体の構成(頭、胴、 

尾)目、えら、うきぶくろ、側線 

活動 ３５ 

○魚のペーパークラフトを作る。 ○机の上を整理しながら、丁寧に行わせ

る。 

○カッターナイフの使い方について、注

意を促す。 

片付け １０ 
○班全員のクラフトができたら、

片付けをする。 

○机の上や床に落ちている切り屑を拾わ

せる。 

まとめ ５ ○まとめの話を聞く。 ○まとめの話をする。 

青年の家が準備 (  )は数量 個人又は団体が準備 

個人 

プリント （１） 個人 筆記用具 

クラフト （１） 

はさみ （１） 

班 

カッティングシート （１） 

カッターナイフ （１） 

セロハンテープ （１） 

団体 
指導者用資料 （１） 

クラフト見本 （１） 

＜魚のクラフト＞ 
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１ 時間 
事前準備・・・３０分程度 

観察・・・・・２０分程度 

片付け・・・・１０分程度 

２ 場所 

渋川海岸キャンプ場付近の浜 

◎人数によって、観察の場所が変わることがあります。 

３ 人数・班編成 

制限ありません。 

４ 費用 

仕掛け１つにつき１５０円(青年の家が準備する場合のみ。) 

◎団体で準備する場合には費用は不要です。 

５ 服装 

体操服など活動しやすい服・運動靴又はサンダル(足元に気を付ける。) 

６ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ◎仕掛けの数が多すぎるとヒモが絡むなど、研修に支障が出る場合があります。 

７ その他 

ア．エサを仕掛る場所は、渋川海岸東側が基本となります。 

◎９の周辺地図の   で囲んである辺りになります。 

イ．潮流・風が強いときや潮の満ち引きが大きいときは、仕掛けが流されないよう特に注意が 

必要です。 

ウ．青年の家が準備した仕掛けのビニル袋・ネットは、青年の家のごみ置き場に設置してある 

ふたのついたポリバケツに処分できます。 

エ．団体が準備した仕掛け等は、全て団体で持ち帰ります。仕掛けのネットやヒモ等、海岸に 

ごみを残さないようにします。 

オ．研修中にイノシシが出没した場合は、青年の家まで連絡してください。警察に通報します。 

 

 

 

 

 

８ 研修の流れ 

９ 周辺地図及び危険個所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎★印は危険箇所です。岩場で非常に滑りやすくなっています。夜間の研修ですので、研

修生は絶対に立ち入らせません。 

 

内 容 
時間

(分) 
研修生の動き 引率者の動き・留意点 

事前 

準備 
３０ 

 
○ネットにエサを入れ、仕掛けの中にセ

ットする。 

○研修の３０分ほど前に、下図のポイン

トに仕掛けを沈める。 

 ◎仕掛けが流されないように十分注意

する。 

 ◎研修生が事前準備を行ってもよい。 

説 明 ５ ○研修の説明を聞く。 ○研修の説明を行う。 

移 動 ５  

○クラスごとに移動する。 

○順番に詰めて座る。 

○安全に気を付ける。 

○一般客に注意することを伝える。 

○暗いので足元を懐中電灯で照らす。 

採取 

観察 
１０ 

○注意事項を聞く。 

○指導者の話を聞く。 

○発光現象を観察する。 

○勝手に立ち上がらない、動き回らない

ことを伝える。 

○仕掛けを引上げ、生態、発光現象につ

いての説明を行う。 

○全員が観察できるように配慮する。 

まとめ ５ ○まとめの話を聞く。 
○自然の神秘や大切さに気付かせ、自然

保護についても触れるとよい。 

片付け 

移動 
１０ 

○青年の家に戻る。 

○足洗場で砂を落とす。 

○安全に気をつける。 

○採集したウミホタルは海に戻す。 

○用具を洗い、元の場所に戻す。 

（エサのみ海に流してもよい。） 

○暗いので、用具の忘れや見落としがな

いよう気を付ける。 

青年の家が準備する場合 (  )は数量 

ｸﾗｽ 

ｳﾐﾎﾀﾙ仕掛けセット （１） 

バケツ （１） 

エサ （１） 

団体が準備する場合 (  )は数量 

班 

ペットボトル 
（１） 

（１.５ℓ程度の大きさ） 

係留用ヒモ 
（１） 

(１５ｍ程度) 

台所用ネット （１） 

おもり （１） 

エサ（煮干し・するめ等） （１） 

団体 懐中電灯 （適当） 

＜ウミホタル観察＞ 

〇実線で囲んでいる箇所が観察場所です。 
歩道灯が当たるとウミホタルが見えにくく
なります。なるべく暗い所で観察します。 
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【仕掛けの作り方】 

 

 ① フタを取ったペットボトルの上部(１／４程度)を切り取り、ウミホタルが入りやすいように本体

部分の側面に穴をあける。 

 

 

 

 

 

 

 

 ② ウミホタルが逃げないようにエサをネットに入れ、おもりと一緒に本体部分に入れる。  

 

 ③ ①で切り取ったペットボトルの上部を逆さにして差し込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 本体と上部の重なり合った所をホッチキス等で外れないように固定する。  

 

⑤ 本体部分にほどけないようにヒモ（１０ｍ程度）を結びつける。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウミホタルの生態】 

 

○ウミホタルは節足動物・甲殻類（エビ・カニ・ミジンコ等）に属し、全身を２枚の透明な背甲

（殻のような物）で覆い、その中に内臓や７対の足を収納しています。また、眼は昆虫の様な

複眼になっていますが、あまり物は見えていないようです。 

 

○体長は、成体で約１～３ｍｍ前後でメスの方がやや大きくなっています。青森から沖縄までほ

ぼ日本全国に分布し、内湾や河川の流入の少ない砂浜海岸に生息しています。 

 

○昼間は海底の砂中で生活し、夜間に遊泳して捕食や交配を行います。 

 

○雑食性で色々な物（米飯等）に食性を持ちますが、特に腐肉食・屍肉食の性質があり、臭いの

強い物に寄ってくる傾向があります。 

 

○体内（上唇部）から発光物質（ルシフェリン）を分泌し、それが水中の酸素と化合し青白い光

を発します。（正確には酸素との化合を促進するための触媒として、ルシフェラーゼという物

質も同時に分泌しています。）したがって、ウミホタル自体が発光している訳ではありませ

ん。また、この発光は電気等による発光に比べて変換効率が非常に高く、熱をほとんど出しま

せん。このため「冷光」と呼ばれています。 

 

○発光現象の目的としては以下の３通りが考えられています。（いまだ研究段階のようです。） 

① 外敵に対する威嚇 

② 仲間に危険を知らせるサイン（ウミホタルは負の走光性を持ち、光源から逃げようとする。） 

③ 求愛行動（螺旋を描きながら発光する様子が確認されている。） 

◎ヤコウチュウ（夜光虫）は発光性のプランクトンであり、ウミホタルとは全く違う 

生物です。 

 

【ウミホタル解剖図】 

ネットに入れた  

エサ  

お
も
り 

発光腺 

消化器官 

胚（卵） 

第一触覚 

複眼 
心臓 
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